
情報・産業社会システム部会傘下の情報端末事業委員
会において、コンピュータのキーコンポーネント（ディ
スプレイ、磁気ディスク装置）、コンピュータの機能を
拡張する装置（プリンター、イメージスキャナ）、業務
用装置（金融端末、流通 POS 端末、ハンディーター

ミナル、OCR、KIOSK 端末、監視カメラシステム）を
情報端末と位置づけ、各製品ごとに専門委員会やワー
キンググループを設け、技術動向・市場動向・各種標
準規格の作成等の調査研究活動を行っております。

これら研究内容の発表の場として毎年「情報端末フェ
スティバル」を開催し、広く活動のPRを実施しています。

本フェスティバルは今年で18回目を迎え、去る6月6
日（金）にホテルベルクラシック東京にて開催しました。

講演内容としては、各製品別専門委員会が実施した統
計調査分析、需要見通し調査、技術動向を中心とした調
査成果報告を13のセッションで紹介したほか、特別セ
ッションとして IT 分野を牽引する事業、最新のトレン
ドについて情報発信、普及啓発活動を行いました。

中でも、特別講演としてご登壇を頂いた細野秀雄氏（東
京工業大学）からは現在、世界で注目を集めている新材
料の研究の醍醐味とその苦悩、さらには産業界に対する
ご要望等についてもご講演をいただき、好評を博しまし
た。

なお、2009年からは関西地区に向けた情報発信とし
て、京都リサーチパークにおいて「情報端末フェスティ

バル in 京都」を毎年開催しております。
今後も様々な活動を通して情報端末事業委員会を発展

させていくことが IT 業界にとっての1つの柱となるこ
とを確信しております。

平成26年度 情報端末事業委員会構成
情報端末事業委員会は、11の専門委員会、4つの分科会、8つのWGで構成されています。 

情報端末事業委員会 情報端末企画専門委員会

クラウド情報端末WG

ディスプレイ専門委員会

磁気記憶装置専門委員会

プリンター専門委員会
イメージスキャナ専門委員会
OCR専門委員会

デジタル端子WG
ディスプレイ省エネWG
市場・技術分科会
省エネ分科会

技術分科会
市場分科会
省エネWG
環境対応WG

FPOT-WG
スキャナエネスタ対応WG

海外案件WG
金融端末専門委員会
流通POS端末専門委員会
ハンディターミナル専門委員会
監視カメラシステム専門委員会
KIOSK端末専門委員会

情報端末事業委員会主催 
" 情報端末フェスティバル2014" について

｜ 活 動 報 告 ｜ インダストリ・システム部
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2014年6月6日の主なプログラムは以下の通りです。

◯「エレクトロニクス産業の現状と課題」
　‌�小泉　真認 氏 

 （経済産業省 商務情報政策局 情報通信機器課）
◯「新材料の研究の醍醐味と苦悩」
　‌�細野　秀雄 氏（東京工業大学）
◯「ビッグデータでイノベーションは起こせるか」
　‌�西内　啓 氏（統計家）
◯「4K 時代を牽引する iVDR セルパッケージ」
　‌�釘屋　文雄 氏 
（一般社団法人 iVDR コンソーシアム 会長）

◯「2020年までの電子機器・半導体業界と日系企業」
　‌�南川　明 氏（‌�IHS グローバル（株） 

IHS Techonology 日本オフィス代表）

なお、過去に実施した特別講演（抜粋）についてもご紹
介いたします。

・2013年
　「‌�未来予測2013-2025」 

田中　栄 氏（株式会社アクアビット 代表取締役）
　「‌�ウェアラブル情報端末の展開」 

塚本　昌彦 氏（神戸大学）　
・2012年
　「‌�ものづくりの渋滞と数学的発想」 

西成　活裕 氏（東京大学）
　「‌�実世界インターフェイス（実世界思考プログラミン

グ、実世界指向 GUI」増井　俊之 氏（慶應義塾大学）
・2011年
　「‌�今後の日本のものづくりのあり方」 

吉川　良三 氏（東京大学）　　　　
　「‌�電子出版とソーシャルネットワーク」 

小山　龍介 氏（コンセプトクリエーター）

情報端末事業委員会主催 
" 情報端末フェスティバル2014" について

情報端末事業委員会主催 " 情報端末フェスティバル2014" について

情報端末フェスティバル関連委員会報告書一覧

・‌�IS-14- 情端 -1 情報端末装置に関する市場調査報告書 
（各報告書 No.2 〜 4 の市場動向部分の合本およびディスプレイ市場動向） 
� 10,800 円（会員価格） 21,600 円（非会員価格）

・‌�IS-14- 情端 -2 プリンターに関する調査報告書（プリンター専門委員会）10,800 円 21,600 円
・‌�IS-14- 情端 -3 入力装置に関する調査報告書 
（イメージスキャナ専門委員会・OCR 専門委員会）5,400 円 10,800 円

・‌�IS-14- 情端 -4 磁気記憶装置に関する調査報告書（磁気記憶装置専門委員会）5,400 円 10,800 円
・‌�IS-14- 情端 -5 端末装置に関する調査報告書 
（金融端末・流通 POS 端末 ･ ハンディターミナル・KIOSK 端末各専門委員会）5,400 円 10,800 円

・‌�JEITA IT-3011A プリンター用標準テストパターン（プリンター専門委員会（技術分科会））4,320 円 4,320 円
・‌�電子情報産業の世界生産見通し （JEITA）3,240 円 6,480 円
・‌�日本の電子情報産業（和文）（JEITA） 515 円 1,029 円 
・‌�日本の電子情報産業（英文）（JEITA） 1,029 円 2,057 円
・‌�移動電話に関する市場調査報告書  （JEITA）10,800 円 21,600 円

♦‌�上記報告書はJEITA HPよりご購入いただけます	
http://www.jeita.or.jp/
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